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エコリーフに基づく        
バス用電装機器のＬＣＡ活動 
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▌ 会  社  名 ： レシップホールディングス株式会社 

▌ 設    立 ： 1953年3月 

▌ 代  表  者 ： 代表取締役社長 杉本 眞 

▌ 本社所在地 ： 岐阜県本巣市上保1260番地の2  

▌ 連結従業員数 ： 440名 （2013年3月末現在）  

▌ 資  本  金 ： 7億3,564万円 

▌ 事業領域  ： 

 
電力変換 

Electric power Conversion 

 

情報処理 
  Information Processing 
 

光 
Lighting 

１．会社紹介 

3 



連結売上高：13,480百万円  

2013年3月期 通期の事業セグメント別売上高 

▌ 輸送機器事業 

▌ Ｓ＆Ｄ（サイン＆ディスプレイ）事業 

▌ 産業機器事業 

レシップ 

レシップエスエルピー 

レシップ電子 

レシップグループ 

ﾚｼｯﾌﾟｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

ﾚｼｯﾌﾟｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

LECIP INC. 

 LECIP(SINGAPORE) 
PTE LTD 3764百万円 

8397百万円 

1272百万円 

62.3% 

27.9% 

9.4% 

１．会社紹介 

LECIP ITS d.o.o. 

LECIP THAI Co., Ltd. 

岐阜ＤＳ管理 

Arcontia International AB 
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● バス市場向け製品 

  ● 国内唯一の、バス用機器総合メーカー 
   
  ● バス用ＩＣカードシステムのパイオニア、トップメーカー 
 
  ● 多くの製品で国内トップシェアを獲得 

▌ 輸送機器事業 

１．会社紹介 
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１．会社紹介 
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１．会社紹介 
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１．会社紹介 
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車内設置型ICカードシステム 車両用LED灯具 ワンマン鉄道用運賃箱 

● 鉄道用ワンマン機器と、車両用灯具を 
  展開 
● 鉄道用ワンマン機器で国内トップ90％ 
  以上のシェアを獲得 
● 車両用灯具の海外市場展開を図る 

▌ 輸送機器事業 

改札設置型 
ICカードシステム 

鉄道車両用 
液晶表示器 

１．会社紹介 
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  ● ＬＥＤ電源・蛍光灯型ＬＥＤ灯具など、ＬＥＤ関連製品を展開 
 
  ● 節電・省エネ意識の高まりを背景とする、ＬＥＤ照明市場の拡大 
     
  ● 屋外等の厳しい使用環境においても、優れた耐久性を発揮 

ＬＥＤ電源・蛍光灯型ＬＥＤ灯具 

▌ Ｓ＆Ｄ事業 

ＣＣＬ 
（Cold Cathode Lamp） 

ＣＣＬのご採用事例 東京・銀座 横浜・みなとみらい  

１．会社紹介 
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フォークリフト用充電器 

プリント基板実装ライン   ● 充電器、無停電電源装置などの各種電源機器を展開 
 
  ● フォークリフト用充電器で国内トップ 約60％のシェアを獲得 
 
  ● 連結子会社 レシップ電子において、プリント基板実装事業を展開 

▌ 産業機器事業 

プリント基板実装事業 無停電電源装置 

１．会社紹介 
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１．会社紹介 

サンタモニカ市交通局様 リバーシティー交通局様 ニューヨーク市地下鉄様 

レシップグループのグローバル展開 
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  「省エネルギー」・「地球環境対応」・「セキュリティ強化」を通じて、 

  快適な日常を実現するための製品・サービスを提供する。  

経営理念 

２．エコリーフ登録活動の背景 

◇エコ・プロダクツ 
   環境方針：規制化学物質の削減と、 

          低ＣＯ２製品の提供 
 

◇エコファクトリー／オフィス 
   環境方針：工場・オフィスの低ＣＯ２化 
 

◇エコ・マネジメント 
   環境方針：グリーン調達の推進と、 

          地域・社会との共生 

レシップの環境活動 
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 ＬＣＡ手法を用いた製品のＣＯ２排出量の算出を２００８年度 

 から開始。 
 

 自社ルールに基づいてＣＯ２排出量を算出し、新旧製品での 

 ＣＯ２削減量を評価。   

２．エコリーフ登録活動の背景 

レシップのＬＣＡ活動 

 
 

 バス事業者様では、環境負荷の少ない天然ガス車、ハイブリッド車 
 などが導入されており、環境への関心度が高くなってきている。 
 

 バス用照明機器の場合、ＬＥＤ化による省エネのメリットは分って 
 いたが、コストアップとなるためお客様へのアピールが難しい。 
 

 バス用電装機器の環境配慮において、照明機器と同様に運賃箱  

 の省エネ化も課題である。  

市場状況の変化 
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２．エコリーフ登録活動の背景 

エコリーフ登録活動の開始（２０１０年度） 
 

 ・バス用電装機器について、自社ルールによる 

  ＣＯ２排出量ではなく、客観的な数値を算出し、 

  お客様に開示する。 
 

 ・一般消費者向けに販売する製品ではないため、 

  製品そのものにデータ表示するＣＦＰではなく、 

  エコリーフを選定。 
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ＣＯ２削減効果の 
見込める室内灯からエ
コリーフ活動に着手 

３．エコリーフ登録対象製品 
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（１）バス用電装機器業界への働きかけ 

レシップ

ＪＡＢＩＡ
日本自動車車体

工業会様 日本自動車
工業会様

エコリーフ
事務局

協力要請

協力要請 データ提供

ＷＧメンバ

ＪＡＢＩＡ
会員企業

協力要請

PCR-WG

協力要請

ルールの
制定提案

◇算定ルール（ＰＣＲ）の制定 
  

    工業会へ協力要請を行い、工業会の支援 

    （ＷＧメンバの募集、関連工業会への協力要請）を 

    得ながら、バス用室内照明灯のＰＣＲ原案を作成。 

４．エコリーフ登録活動と推進 
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   ◇バス車載器における 

       消費電力量と燃料消費量の明確化 

 
    バス車載器が使用する電力のＣＯ２原単位が不明なため、 

   従来は、商用電力の原単位で代用していたが、 

   エンジンの熱効率、発電機の発電効率に関するデータを 

   日本自動車工業会様から提供いただき、バス車載器の 

   消費電力量とバスの燃料消費量の関係を明確にした。 

１kWhの電力量を得るために 
必要となる軽油量：０．５７１リッター 

４．エコリーフ登録活動と推進 

 ※電力のＣＯ２原単位： 
   使用電力量当たりのCO2排出量 
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１kWhの電力量を得るために必要な軽油量 

軽油 
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 
の熱効率 30% 

発電機の 
発電効率 55% 

バス用室内灯の 

  電力使用量   

G 

  バス用室内灯に１kWhの電力量を供給するには、 
  ディーゼルエンジンに５２１１.６kcalのエネルギー供給が必要 
 

    1kWh／(０.３×０.５５)＝6.06kWh 
                        ＝5211.6kcal  (1kWh＝860kcal （計量法）) 
 

  熱量５２１１．６kcalは、軽油0.571リットルに相当 
        5211.6／9126＝0.571リットル （軽油の熱量 9126kcal/ﾘｯﾄﾙ 

                                資源エネルギー庁標準発熱量表） 

４．エコリーフ登録活動と推進 
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（２）社内への働きかけ 
 

 ◇環境指導会を通じた社内ＰＲ 

４．エコリーフ登録活動と推進 

３Ｄ ＣＡＤデータから算出した重量と実測値との差を検証し、 
製品の重量把握に、３Ｄ ＣＡＤデータを活用した。 

◇３Ｄ ＣＡＤデータの有効活用 

環境指導会を開催して 
取組み状況を報告し、 
エコリーフの理解と環境に
対する意識の向上を図った。 
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バス用ＬＥＤ室内
の 

ＣＯ２排出量 
679.09kg 

（３）バス事業者様への働きかけ 

 ◇客観性のある環境負荷データの開示 

４．エコリーフ登録活動と推進 

 

第三者検証を経て 

登録・公開されるため、 

客観性のあるデータの 

開示が可能となった。 
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バス１台あたりの点灯時の燃料消費量(kL/10年)

1113

2227

0

500

1000

1500

2000

2500

蛍光灯 ＬＥＤ灯

◇ ＬＥＤ化による燃料消費量の削減量の提示 

50％減 

10年間で、軽油使用量1114リッター(15万円）の削減 
(バス１台あたり５灯使用 軽油１35円／Ｌ で換算) 

４．エコリーフ登録活動と推進 

実利を理解できる 

燃料消費削減量に 

換算して説明 
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バス１台あたりの 

 ＣＯ２排出量、 

 燃料消費量を 

 アピール 

５．エコリーフ登録の成果と活用 

（１）ＬＥＤ灯の販促資料への活用 
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◇バス用ＬＥＤ灯と省エネ法との関わり 

省エネ法 走行キロあたりのエネルギー消費量：年１％以上の削減 

蛍光灯 26 W 104 W

ＬＥＤ 13 W 52 W

蛍光灯 27.3 W 27.3 W

ＬＥＤ 14.3 W 14.3 W

電球式 25 W 50 W

ＬＥＤ 3.9 W 7.8 W

　①全国路線バスの年間総軽油使用量　　：８７６,７１０kＬ（H22年度国交省統計値）
　②路線バスの年間軽油使用量の全国平均：１５,０３８Ｌ（全国路線バス保有数量58300台）
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室内灯、車外灯、 
路肩灯をすべてＬＥＤ化 
した場合、軽油使用量 

１％以上の削減が見込める 

５．エコリーフ登録の成果と活用 
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エコリーフ登録製品であることをバス車内に掲示 

アピール用銘
板シールを 
当社で作成 

アピール用 
シールの掲示 

５．エコリーフ登録の成果と活用 

 （２）バス車内でのエコリーフ登録製品のアピール 
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運賃箱の高機能化に伴い、消費電力が増加 

５．エコリーフ登録の成果と活用 

液晶表示部 
  

即時計数機能 
  運賃投入口より投入された硬貨・券類を 
  瞬時に分離し、硬貨を即時計数／表示 
  

整理券読取り機能 
  バーコード式整理券の読取り 
  

ICカードR/W 
  ICカード式乗車券による運賃精算 
  ICカード式乗車券への積増し処理 
  

磁気カードR/W 
  磁気カード式乗車券による運賃精算  
  

両替機能 

（３）環境負荷の少ない運賃箱の開発検討 
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５．エコリーフ登録の成果と活用 

運賃箱の消費電力量の内訳 

待機時の 
消費電力量が 
７０％占めている 

1日あたりの
消費電力量
の割合

ＩＣカードによる運賃精算 0.6%

ＩＣカードの積増し処理 0.2%

解錠処理 0.2%

待機状態 69.6%

合計 100.0%

両替処理 5.2%

現金による運賃精算 24.2%
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 ◇待機電力削減の検討 
 

   ①液晶表示部のＬＥＤバックライト化 
 

   ②バックライトの輝度調整機能（低輝度表示）の追加 
 

   ③待機時の表示内容の見直し 
     ・走行時のバックライトの消灯 
     ・系統番号、時計などの常時表示の見直し                                

５．エコリーフ登録の成果と活用 

①②について 
新機種から 
順次採用 

③について 
お客様に提案 

 ＬＥＤバックライト化
＋            

待機時のバックライト     
輝度半減 

ＣＯ２排出量 
９.７％減 

28 



５．エコリーフ登録の成果と活用 

（４）社会・環境報告書への掲載 
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（５）製品カタログ／Webサイトへの掲載 

５．エコリーフ登録の成果と活用 

エコリーフ活動 

の紹介 

エコリーフ登録 

製品の紹介 
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・バス用照明機器については、業界への働きかけ、 
 社内への働きかけ、お客様への働きかけを通じて、 
 ＬＥＤ灯の開発、お客様への採用が着実に進んでいる。 
・運賃箱については、液晶表示部のＬＥＤバックライト化 
 など、できるところから実現化を進めている。 
 
 
 
    ・コストパフォーマンスも重要であり、 
     コストと環境配慮のバランスを考慮しながら 
     省エネ化を進めていく。 
    ・今後も公共交通を支える製品の提供を通じて、 
     地域・社会、環境負荷低減に貢献していく。 

６．今後の課題 
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